






















































































「英1苦を聞 くこ と (47.1%)J，
f英語で話すこと (46.8%)J ， 
f英語で書くこと (46.3%)J ， 
f英語で文章平本を説むこと
(34.0%) Jの煩であった。「読む






















































































けないために r外国語を附いたり， 話したりするこ と」を主な活動の内容に
設定している(文部科学省. 2008.)。
小学校で『聞くJr話すjことに償れ親しませ，それを中学校で『説むJr書
くj 技能へと幣げていくことは， 一見問題がないようにみえる。 ところが，
2.1の調査では，中学 l年生になると，すぐにアルフ ァベットの統み書きから
単語や文の読み密きが始ま ち，そこでつまずく生徒が多いこと が明らかにな






外庖諸活動内で文字指導を行わない理由が. r週 l[ij]しかないため1. r児訟
に過度の負担をかけないため」というだけでは論理性に欠ける。また，小学

















小学校外国語活動は f聞く Jr話すj 活動が中心となり ，本格的な f読むj
rmくJ技能習得は中学校で始められる。第2言語習得は母語獲得と同織に，
ft目く→話す→読む→書く Jという過程をとるとされているが，この論が日
本にも深〈担ざしているのは，ハロノレド ・E・パーマー (HaroldE. Palmer)の影
響が大きいといえよう。彼は OralMethod (口頭教授法)を提唱し. 1922年に
来日 Lて以来，英語教授研究所を設立 して日本の英語教育改善に大きく貢献






字による提示とのtlfJに時間的lこ間隔をあけるこ と (timelag)が必要だと 主張



































































2008b) 0 7ォエックスは音声と綴りの焼則性をパターンと Lて覚える学習法
で，中学入学後，数回の授業で習得できる性質のものではない。その前段階
として，アノレブアベットの大文字 ・小文字の統み書き，音酎， (議) レベノレの
認知 (phonologicalawareness)の過程を経ることが必要である。音声と文字
に長期間触れさせ，馴染ませ，その特徴に気付かせるといった長期スパンで









経由 しないで JEi!F法器象から直接， 7J、味の認識に~るとい うノレー ト B を同
時に活崩しているそデノレのことである(河田， 2001) .ノレー ト Aは英語のア
ルフアベ ットや日本語仮名などの表音文字の処理に関係 し，ルー トBは，
本fi!tus字処理の場合などに中心となるノレートであると考えられる。また，ノレ














関 3 音声と文字情報の単語認知経路 {門田.2001) 
日本人の英語学習者の場合.3.3で明らかにされたように. r~IJ <J こ とと
「読むj ことのそれぞれで異なった音声・音韻表象を作ってしまったこと，
つまり. r聞く Jことと 「読UJ ことの帯雌が問題として挙げられる。外国語











の意味理解に至らなし、。そ しc.意味を訳させ統ませると 『アップノレj と発








えられている ピクチャーカード(図 4) 
を使って 30単語の発話練習を迎に一度，
「綴りを党えなさいJとの指示は一切せ













による正確な p値を算出した。結果，商学年児童においては l 事前テス トで
は絵を見ても英語で答える ことができなかった未習語(例 broom. dustpan. 
vacuum cleaner等)における単語の絞りのカードの読みに有意な差が表れた
(表1)。 一方，IlE前テストで絵を見せたところ既に英語で答えることがで
きた既習語(伊IJ: kangaroo， desk， chair等)に関 しても同様の被習を縫て綴りの







れる。 一方， 絵を擬示すると既に英語で答え られていた既習搭については，
後から文字のあるピクチャーカードを促示しでも， 文字情報に額らずとも意
味が理解できたため，文字悩報には注意を向ける必要がなく 1 読みの習得に
は至らなかったと いえる。リグアース(1987) は， 初期の教え方が後の学習




における 30個の英明i認の 「読み」の智得に関 して， 事前 ・事後テス トにおい
て1-3年生の低学年児童には 1%及び 5~も未満で有意義が表れたのが 4 単




褒 1 高学年由来官官苦由『読みJの習得(焔江。 2005)
QrQQ血 (11=21 ) dustpan (11=21) 
(絵) 事 桂 (続み) 事 桂 (絵) 率 桂 (読み) 事 桂
正 誤 正 誤 正 誤 正 誤
事 E 。。 事 正 。。 事 正 。。 Z事 正 o 。
前 誤 18 3 前 誤 13 8 前 詰 14 7 前 誤 10 1 1 
p< .01 p< .01 p<‘01 p< .01 
vacuum c1ean巴r (11=21 ) 
{絵) 事 龍 (読み) 家 龍
正 誤 正 誤
事 正 。。 耳Z 正 o 。
前 誤 21 。 前 誤 16 5 
p< .01 p< .01 
議 2 高学年目既習諮由 r読みJの習得(畑江. 2005) 
kangarQQ (11=2 J) desk (11=21 ) 
(絵) 事 佳 (読み) 事 後 {結) 事 桂 (読み) 事 韓
正 誤 正 誤 正 韻 正 議
事 正 14 。 事 正 6 。 事 正 14 D 率 正 6 。
前 誤 7 。 前 誤 5 10 前 誤 6 前 誤 2 13 
p<‘05 JlS pく .05 '" 
chair (11=21 ) 
(絵) 事 桂 (読み) 2事 桂
正 鼠 正 誤
事 正 12 。 事 正 3 。
前 誤 7 2 前 誤 17 



















の上にカタ カナで読み仮名 を振ることや，ロー7 字読みを当てはめるため，















いきなり数時間で f統み書きj を教え込まれa 英語が苦手になるのでは，外
国語活動をする意味がない。しかし，現在の外国施活動内で体系的に文字指
導を位置付けて指導する ことは， 非常に風当た りが強いのも事実である。 「子
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Appendix 
薮 3 記述統計璽(畑江.2005) 
学年 平均{車 機準備差 1 
翠前子スト 低学年 0.76 1.22 21 
高学年 3.95 4.46 21 
総和 2.36 3.61 42 
署事後子スト 低学年 3.43 3.88 21 
高学年 13.95 9.44 21 




typeill平方和 自由度 F値 有怒確率
842.33 
Times X Grade 282.33 
誤菩(Timc，.:;) 548.33 






薮 5 低単年と高E翌年における率前・率後 正答→誤答・誤答→正答の?ロス集計
修学年("，21) 高学年("，21)
2 2 
No単語 正誤鼠正 x(1) Sig. 正談誤正 x(1) Sig. 
1. rice 0-3 3.00 '" 0-8 8.00 
当.. 
2. milk 0-5 5.00 '" 0-7 7.00 
牢
3. juicc 1-0 1.00 ns 0-7 7.00 
‘ー
4. bread 0-0 IIS 0-3 3.00 ns 
5. pumpkin 1-0 1.00 '" 0-6 6.00 傘
6. cabbage 0-0 ns 0-6 7.00 事
7. pudding 。-0 11$ 0-5 5.00 ns 
8‘ cucumber 0-1 1.00 '" 0-4 4.00 ns 
9. spaghetti 0-1 1.00 ns 0-8 8.00 " 
10. watermelon 0-2 2.00 lIS 1-1 2 9.31 本本
11. ant 。-7 7.00 刻与 0-7 7.00 牢
12.pig 0-6 6.00 省幹 0-4 4.00 ns 
13‘fox 0-7 7.00 型炉 0-10 10.00 *本
14. sheep 0-1 1.00 JlS 2-9 4.45 ns 
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15.beetle 0.0 '" 。-4 4.00 ns 
16. hamster 0.2 2.00 ns l也8 5.44 * 
17. giraffe 。苧l 1.00 ns 0.5 5.00 ns 
18. goldfish 0.1 1.00 ns 0.8 8.00 毒事ホ
19.k日ng日<00 0-4 3.00 ns 0.5 5.00 ns 
20. dragonfly 0.0 IIS 0.8 8.00 .
21. park 0.0 ns 0.7 7.00 当与
22.desk 0.0 ns 0.2 2.00 '" 
23. clock 0.5 5.00 ns 0.8 8.00 *号車
24. broom 0.0 ns 。但1J 13.00 権1事
25.ch日" 1.1 ns 1.2 0.33 ns 
26. eraser 2句。 2.00 ns 0.7 7.00 ヨ争
27. dustpan 0.0 ns 0.10 10.00 *市
28. hospital 0.1 1.00 ns 0.9 9.00 *牟
29. pencil case 0.2 2.00 ns 0.7 7.00 * 
30.vacuum clean巴r 0.9 9.00 判脚本 0.16 16.00 4幹事
*p<.05， *本p<.Ol
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